
　白十字ホームの運営理念「高齢者福祉施設

は，高齢者が人間らしく生き，市民として生活

する場であり，施設の主人公は高齢者でありま

す」（表，P.12）に沿った取り組みとして，当ホー

ムの利用者が社会参加をすることで，失われた

り弱くなったりしている市民力の回復を援助して

きました。この援助が，地域の高齢者や職員の

社会参加の機会につながり，地域での活動が積

極的に推進されています。また，地域の住民や

ボランティアからの「活動したいけれど場所がな

い」「地域で起こっている孤立化を何とかしたい」

などの気づきや相談をうかがう中で，施設とし

て何ができるかを共に考え活動してきました。

　それでは，まず当ホームで実践している９つ

の地域活動を紹介します。

No.1 特別養護老人ホーム

白十字ホーム
運営管理担当　部長

鈴木剛士
1999年特別養護老人ホーム白十字ホームに介護
職として入職。2001年から生活相談員として勤務。
2014年運営管理担当部長となり，現在に至る。
社会福祉士，介護支援専門員。

施設概要

社会福祉法人白十字会
1911年２月東京で設立。結核予防・医療事業に取り組む。虚
弱児童の寄宿制小学校開設（現在の特別支援学校）。1930
年代に茨城県鹿島と東京都東村山に療養所開設。1960年代
から地域医療に取り組む。1972年東村山市委託で公的な訪
問看護を開始。医師会と「老人保健福祉事業」開始（1978
年市社協事業化）。白十字ホームを含む市内３町をモデル地区
として活動を展開。
特別養護老人ホーム白十字ホーム
住所：東京都東村山市諏訪町２－26－１
ホームページアドレス：http://www.hakujuji-home.jp/
設立：1967年　　　定員：170人　　
平均要介護度：3.8　　平均年齢：87歳
短期入所生活介護：12人，通所介護事業所（認知症対応型
含む）を併設。キャンパス内には病院，老人保健施設，居
宅介護支援事業所，地域包括支援センター，訪問介護事
業所，訪問看護事業所（定期巡回随時訪問介護看護を併
せて実施）がある

ボランティア活動状況：登録360人（団体含む），延べ約
5,000人（年間）

立地条件：東京都東村山市の北部にあり，埼玉県所沢市と隣
接しています。『となりのトトロ』のモデルになったと言われ
ている八国山の麓にあり，緑が多い自然環境の中にあります。
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白十字ホームの主な地域展開サービス

　地元のボランティアが中心になり運営している活動です。毎

週火・金曜日18 ～20時に当ホームが相談室を提供し，ボラン

ティアが一人暮らしの方や家族がいても淋しさを感じている方

たちのおしゃべり相手になっています。相談内容が専門的な場

合は，地域包括支援センターなどの相談機関を紹介しています。

　近隣の地域住民を対象としており，広報誌「おしゃべり電話

だより」は10年以上一度も途切れることなく毎月発行し，町内

の回覧板や集会所，配食サービス利用者などに配布しています。

　毎週木曜日11～16時に当ホーム

の会議室を開放し，地域の０～２歳

児くらいの子どもたちを対象に，子

育てサロン「ポレポレ」の活動を

行っています。

　シニアボランティアとお母さん，

市ファミリーサポートの方が運営委

員会を設立し運営しています。当

ホームの利用者と子どもたちとの交

流も生まれています。

　　　　　　　　　　地域の３カ所の自治会館で，それぞれ毎週１回昼食会を開催しています。

　食事は当ホームから提供し，運営は各地域のボランティアの方が行います。ボランティア，社会福

祉協議会と年１回運営会議を開催し，都度，その後の活動の検討や方向性を話し合っています。

おしゃべり電話倶楽部

　　　　　　　　　　地域の３カ所の自治会館で，それぞれ毎週１回昼食会を開催しています。

　食事は当ホームから提供し，運営は各地域のボランティアの方が行います。ボランティア，社会福

食事会活動

子育て活動（子育てサロン「ポレポレ」）
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　ホーム内の喫茶ラウンジを使って，２つのグループが隔週で食事会・おしゃべりや音楽活動を楽し

んでいます。ボランティアが中心となって運営し，地域包括支援センターや社会福祉協議会が協力し

ています。市内の他地域で運営する小規模デイサービスやグループホームでも活動を進めています。

　介護タクシーの協力で，当ホーム利用者と地域

の高齢者が相乗りし，買物や公園・博物館などに

月２回外出しています。１回１人600円です。地

域の高齢者はドアツードアの送迎をしています。

ボランティア，ケアマネジャー，地域包括支援セ

ンター，当ホーム相談員による運営会議を毎月実

施し，都度，その後の活動の検討や方向性を話し

合っています。

　地域の小学校の５年生・６年生

が４人一組となって，当ホームの

利用者２人とチームになり，２年

間の継続的な交流活動をしていま

す。教員，保護者，ボランティア，

社会福祉協議会と当ホーム職員に

よるボランティア会議で運営して

います。1992年から開始し，これ

まで地域の子どもたち2,500人以

上が参加してきました。

サロン活動

里孫活動

外出活動
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白十字ホームの主な地域展開サービス

　地域の75歳以上の単身高齢者または高齢者夫婦

を対象に，365日の夕食を提供するなどの配食サー

ビスを行っています。配食数は，１日100～110食

で，市委託事業と当ホーム独自事業を併設していま

す。市委託事業は月～金の５日間実施し，独自事業は土・日の配食を実施することで，365日間のサー

ビス提供を実現しています。独自事業のサービスは，市委託事業の対象とならない，例えば日中一人暮

らし高齢者，障害者など，地域包括支援センターで必要と判断された方を対象にしています。

　　　　　　　　　　　　市内の障害者ネットワーク，障害者就労

支援センターとの協働活動です。重度の障害者の方たちの福祉的就労

支援のプログラムを中心に，一般就労につなげる中間就労型のプログ

ラムにも取り組んでいます。

　プログラムの内容としては

シーツ交換，食器下膳，車い

す器具類清掃，ベランダプラ

ンターへの水やりほか管理，

草むしりなどの作業を個人

（パート）や事業所単位など

で実施しています。

　2013年より年１回開催し，2015

年の10月に第３回を迎えました。

地域の中でさまざまな世代の方が

つながりを持てたらいいなという

思いから実行委員会を組織しまし

た。地域の住民，障害者福祉施設

職員などによる実行委員会に当

ホーム職員も加わり，企画・運営

しています。

配食サービス

　　　　　　　　　　　　市内の障害者ネットワーク，障害者就労

支援センターとの協働活動です。重度の障害者の方たちの福祉的就労

就労支援活動

八国山フリーマーケット
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地域高齢者と当ホーム利用者との
外出サービス

●外出サービス創設に至るまでの
ソーシャルワーカーの役割

　以前，当ホームで提供している配食サービス

を利用されている方を対象に生活実態調査を

行ったところ，加齢に伴う心身機能低下により

行動範囲が制限されているという問題があり，

地域の高齢者の孤立あるいは閉じこもりにつな

がる要因になることが分かりました。

　そこで，2012年に地域に根ざす社会福祉法

人として，当ホーム利用者にとどまらず，居宅

介護支援事業所や地域包括支援センターと連携

を図り，社会的孤立の恐れがある地域の高齢者

を支援し，自律性が高まる機会をつくるために，

介護タクシーを利用した外出サービスをスター

トすることにしました。まず，当ホームの相談

員は居宅介護支援事業所や地域包括支援センター

などの関係事業所，地域住民であるボランティ

アと運営委員会を組織し，活動の具体化へ向け

て準備を進めることにしました。そして，活動に

協力してくれる介護タクシーを地域住民より紹

介していただきました。さらに，外出の付き添い

に不可欠なボランティア確保のために，市内ボ

ランティアセンターに継続的な活動の支援を求

め，このサービスを創設することができました。

　外出先として，市内や隣接する他市での

ショッピング，博物館などの見学，名所観光な

どに出かけています。

●自分でモノを見て買い物できてうれしい
　次に，地域の高齢者であるＡさんの例を挙

げ，ある日の活動を紹介します。Ａさん（87

歳，女性）は，Ｂ居宅介護支援事業所からの紹

介を受け外出サービスに参加しました。要介護

１の認定を受けていますが，認知症はなく，地

域で一人暮らしをされています。市外に住む長

女との関係は良好です。足腰が弱いため歩行器

を使用しており，外出は大変なため，宅配サー

ビスを利用しながら生活を送っていました。

　ケアマネジャーからの情報では，デイサービ

スは１～２回利用したがなじめず，その後の利

用につながっていないとのことでした。近隣に

友人がいないことから，孤立して過ごしている

ため，外出サービスを利用することで，生き生き

した生活を送ることが参加のねらいでした。

　参加当日，当ホーム利用者２人が乗車した介

護タクシーは施設を出発し，地域の高齢者宅２

軒に寄り，最後にＡさん宅へとお迎えに行きま

した。Ａさん宅のチャイムを押すと，お化粧を

しておしゃれな服装で出発準備万端のＡさんが

玄関より出てこられました。事前に顔合わせを

していたボランティアが，Ａさんを車内まで誘

導します。

　ショッピングセンター到着後，ボランティア

付き添いの下，食べ物や衣料品を中心に買い物

を楽しまれました。帰りの車中でＡさんは「自

地域高齢者と当ホーム利用者との
外出サービス

高齢者福祉をすすめるための基本的認識
•現代の高齢者は，我が国の激動の近代史および現
代史を直接担った人々であり，その生き証人です。

•在宅福祉サービス，施設福祉サービスを必要とす
る高齢者は「高年齢障害者」です。
•高齢者福祉施設は，高齢者が人間らしく生き，市
民として生活する場であり，施設の主人公は高齢
者であります。
•高齢者福祉施設に働く職員は，高齢者の生活支援
者であり，基本的人権の擁護者であります。

表　白十字ホームの基本理念
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分でモノを見て買い物ができてうれしかった

わ。娘にも報告しなくっちゃ。また誘ってね」

と喜ばれていました。

　運営委員会で参加の様子について振り返った

ところ，介護保険制度下にあるデイサービスに

ついては「なじめなかった」とおっしゃってい

たＡさんが，とても楽しい時間を過ごせたこと

に，ケアマネジャーもＡさんが住み慣れた地域

で生き生きと暮らし続けるためのサービスとし

て手ごたえを感じたようです。

●外出サービスの効果

　Ａさんは要介護認定を受けていて，ケアマネ

ジャーがいるにもかかわらず地域で孤立した生

活を送っていました。既存の介護保険サービス

ではニーズが充足されず，ほかの社会資源や

サービスもＡさんにマッチするものはありませ

んでした。そのような中，当ホームが持つ人材

やノウハウを活用した外出サービスに参加する

ことで，Ａさんの自律性が高まり，生活の中に

「ハリ」が生まれることにつながりました。

　ソーシャルワーカーが中心となり，地域の中

での孤立を防ぎ自律した生活が送れるサービス

としてスタートした外出サービスですが，継続

していく中で参加者による茶話会の開催や，新

たなボランティアの開拓にもつながっています。

今後もこの外出サービスが新たな展開や発展が

できるように，関係機関や地域住民と連携しな

がら活動していきたいと思います。

地域に密着したイベント
「八国山フリーマーケット」

●八国山フリーマーケットの目的
　開催の目的は，当ホームおよび同一敷地内の

白十字会事業所と地域住民との交流にとどまら

ず，近隣住民相互の交流を通じて，高齢者福祉

の理解と共に，住民相互そして施設との連携・

協力を高め，地域の福祉文化を充実する大切な

機会とし，安心して暮らし続けることができる町

づくりに寄与することを目指して開催しました。

　運営に際しては，地域の住民，障害者福祉施

設職員などに当ホーム職員も加わり実行委員会

を組織し，企画・運営を行っています。地域の課

題を当事者として抱えている地域住民の方たち

が，自分の町をよくしていきたいという目的を

持ち，自分の町のイベントとして企画・運営に

参加されていることが，地域に密着したイベン

トにつながっているように感じます。年々出店

団体も増え，今年は29の団体が出店しました。

●大いに盛り上がる地域イベントとして

　当日は好天に恵まれ，来場者は開会の時間か

ら順調に会場である当ホーム駐車場を訪れまし

地域に密着したイベント
「八国山フリーマーケット」
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た。ステージでは，地元諏訪町のお囃子のグ

ループによるオープニングアトラクションが行

われ，賑やかな雰囲気の中幕を開けました。そ

の後，町内の障害者福祉サービスに通所されて

いる利用者によるバンド演奏や当ホーム利用者

による太鼓の演奏，普段から当ホームで活動し

ているボランティアによる歌声コーナーがあ

り，会場は大いに盛り上がりました。また，フ

リーマーケット会場での販売のほか，ホーム厨

房で準備したカレーライスや焼きそばといった

模擬店コーナーを設置し，お昼時には大勢の方

で賑わっていました。

　当ホームの利用者も大学生ボランティアに車

いすを押してもらいながら，一般の来場者に負

けず，フリーマーケット会場の隅々までお店を

見て回り，普段とは異なるワクワクした表情で

買い物を楽しんでいました。大きな事故もな

く，出店された方や来場者の笑顔が数多く見ら

れたことが印象的でした。

●施設が持つ専門性や実践ノウハウを
地域に還元

　地域では世代に関係なく単身世帯，二人世帯

が増加している中で，地域で暮らしていながら

「孤立」している状況が社会的な関心を強めて

います。地域の中での世代間交流の機会を増や

すこと，他世代（高齢者だけでなく若い世代も）

が共に見守り支えあって，地域で暮らせる町づ

くりが今後必要となっていきます。

　地域の中の世代間交流の機会を増やすために

は，日頃からの地域との関係づくりが不可欠で

す。しかし，地域との関係は一朝一夕では築け

ず，決して簡単なことではありません。日頃か

ら地域での困りごとやニーズに対し，ソーシャ

ルワーカーが中心となり，社会福祉施設が持つ

専門性や培ってきた実践ノウハウを駆使しなが

らサービスを地道に地域で展開することで，地

域からの信頼が積み重なっていくことが大切だ

と思います。

ソーシャルワーカーとして
求められていること

　我が国では，高齢化が諸外国に例を見ないス

ピードで進行する中で，2025年に向けて地域

包括ケアシステムの構築が推進されています。

これまで，特養のソーシャルワーカーは，主に

利用者の生活の質を向上させるため，地域の社

会資源を活用したり，地域住民や関係機関と

ネットワークを構築したりしてきました。

　特養には，これまで培ってきた豊かなノウハ

ウ，専門性を持った人材，設備があります。こ

れからは，利用者を含めて地域の誰もが住み慣

れた町で安心して暮らし続けられるように，特

養が地域の社会資源である意識を強く持ち，地

域に目を向けていくことがこれまで以上に求め

られていると思います。そして，特養という現

場で磨いてきたソーシャルワーカーの専門性を

地域に向けて発揮し，特養のソーシャルワー

カーにしかできないこと，特養のソーシャル

ワーカーだからできることを，これからも地域

に発信していけるように努めたいと思います。

ソーシャルワーカーとして
求められていること
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